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中間テスト／高校入試説明会の様子です
・１０／５（木）～１０／６（金）の２日間で、全学年一斉に２学期中間テス
ト（５教科：国・社・数・理・英）を実施しました。左の写真は、真剣に中間
テストを受験している生徒の様子です。生徒の皆さんテスト期間のみに関わら
ず、テスト勉強お疲れ様でした。
・３年生と保護者対象に高等学校
入試説明会を実施しました。一人
ひとりの生徒にとって、義務教育

修了後の進路実現に向け、「自分の進路をどうするのか」、
重大な決定をしなければならない時期となりました。特
に私立、公立の試験、推薦制度や特色選抜入試について、
詳しく説明させていただきました。今後の進路希望を確立していくためのきっかけとなっていただけれ
ば幸いです。皆中祭後、全校生徒を対象に１０／２４（火）～１１／２（木）の期間の中で、三者面談
も予定されております。３年生にとっては、「具体的な進路」について充実した話し合いになりますよ
う、ご協力お願いいたします。

第２回ＰＴＡ運営委員会お世話になりました
・１０／６（金）、１９：００～、本校家庭室で第２
回ＰＴＡ運営委員会を開催しました。山田ＰＴＡ会
長様を始め、多くの皆様にご出席いただきましたこ
とを感謝申し上げます。今回は、皆中祭直前の職員
販売に関わる最終確認やコロナ対策、前日から当日
の準備、搬入から袋詰めまでの直前確認を行いまし
た。その他、今後予定されているロードレース大会
の交通指導協力や各種ＰＴＡ研修会やセミナー、皆川城址まつりに関する協力依頼等でした。ご参加い
ただきましたＰＴＡ役員の皆様、大変お世話になりました。

皆川城址まつりの様子です

・１０／１４（土）に皆川地区城址まつりが開催されました。お天気にも恵まれ、本校生徒も中学生ボ
ランティアとして、また、教職員を含めて５０数名が参加して地域に貢献することができました。グリ
ーンツーリズム部会、自治会連合会、女性会等の各種団体の皆様には出店のご協力をいただくなど、地
域の皆様にも多くの参加をいただき、盛大なお祭りとなりました。夕方暗くなってからは、皆川城址に
設置した手作りのあんどんに灯りをつけ、幻想な風景でした。夜８時３０分頃には花火を打ち上げ、９
時頃にはあんどんのろうそくを消火し、後片付けをお手伝いした後、解散となりました。このように多
くの中学生が地域の皆様と共に過ごす貴重な機会を頂きありがとうございました。また、保護者の皆様
のご協力があったので、夜遅くまで安全・安心に活動できましたことに感謝申し上げます。

皆中祭へのご協力、ありがとうございました
・１０／２１（土）、皆中祭を実施しました。今年度のスローガンは「皆輝笑祭（かいきしょうさい）」
～ good time for you～、実行委員長：３年：佐柄雄大さんの開会宣言で始まりました。発表Ⅰ部では、
少年の主張、英語スピーチ、広島派遣報告、合唱発表では、１年１組は曲目：そのままの君で、指揮者
：＊＊＊＊さん、伴奏者：＊＊＊＊さん、２年１組は曲目：旅立ちの時～ Asian Dream Song～、指揮
者：＊＊＊＊さん、伴奏者：＊＊＊＊さん、３年１組は曲目：あなたへ～旅たちに寄せるメッセージ～、
指揮者：＊＊＊＊さん、伴奏者：＊＊＊＊さんたちがリードし、素敵なハーモニーを奏でてくれました。



その後、Ｂ班の演劇「Alice ～世界がアリスの夢だったら～」、発表Ⅱ部では、Ｃ班による琴・和太鼓の
演奏、有志によるダンスや歌を楽しみました。実行委員の活躍を見学したり、各学年が授業や行事等を
通して作成した展示物を見学したりして過ごしました。昼食は、ＰＴＡ運営委員の方々にご協力頂き委
託販売で実施することができました。フィナーレでは、全校生徒が輪になってテーマソングを歌いまし
た。コロナ・インフル対策を取りながら、学校運営協議会委員の皆様、昨年度まで本校に勤務していた
先生方、保護者の皆様にも参観していただき、可能な限り生徒の様子を見て頂きました。コロナ禍のた
め、ここ数年にはないくらいたくさんの方々に足を運んでいただきましたことに感謝申し上げます。大
変お世話になりました。全校生徒の「楽しそうな表情」に感動し、癒やされた行事になりました。

【皆中祭スローガン】 【オープニング】 【少年の主張発表】 【観客の様子】 【英語スピーチ】 【広島派遣発表】

【合唱発表】 【演劇】 【箏演奏】 【和太鼓演奏】 【食堂の様子】 【応援団演舞】

【有志発表①】 【有志発表②】 【フィナーレ①】 【学級旗紹介】 【フィナーレ②】 【後片付け後】

三者面談お世話になりました
・１０／２４（火）、２７（金）、３０（月）、３１（火）１１／１（水）、２（木）の６日間の設定で、
全学年対象の三者面談を実施しました。３年生は、具体的な進路に関する相談を中心に話し合いました。
３年生は来年１月には私立高等学校受験が始まります。部活動の引退後、受験勉強が中心の生活に切り
替わり、自分の選択した進路の自己実現に向け、頑張っています。皆中祭後には、本格的に受験勉強に
取り組んでいます。１・２年生は、学校生活や部活動、家庭学習等について学級担任と情報交換をさせ
ていただきました。お忙しいところ、保護者の皆様にはご都合を調整していただき、感謝申し上げます。
大変お世話になりました。

校内読書週間についてのお知らせ
・本校では、１１／６（月）～１０（金）までの期間を「校内読書週間」にしました。生徒の読書意識
の高揚や読書の習慣化・日常化を図ること等を目的として実施しています。活動内容は、クラス毎の図
書館利用ローテーション、図書アンケートと県が実施している「子どもの読書活動に関する事態委調査
結果」との比較・分析、「私の薦める一冊の本」で良い本の紹介、教職員による推薦図書の紹介、分類
ビンゴカード、ビブリオバトル等を考えています。
・年３回を予定している「アシストネットによる読み聞かせ」でも、地域の方々にご協力を頂いており
ます。また、１１月末頃には、中学３年生が皆川城東小学校に訪問して、小学生１～６年生を対象に「ス
ペシャル読み書かせ」も実施する予定です。

【まーちゃん'S トーク】･･･その１７

○亡き母との思い出･･･先月、雨上がりの夕方、東の空に「きれいな虹」が出ていました。本校の教職員もスマホで撮影している方

もいました･･･。ふと、その風景を見て思い出したことを今回、紹介させて頂きます。

・私と両親は、父の転勤の関係で、他県の小さな社宅に家族で暮らしていました。そこは、田園風景の中、れんげやタンポポ、セ

リや笹などが河川敷に生息している地域でした。たしか、記憶をたどると、私が３～４歳の頃の記憶だと思うのですが･･･。長靴を

履いて母親と雨上がりの大きな虹を見に行ったり、記憶に残ったその虹の風景を社宅に戻って絵に書かされたり、れんげを摘んで

は親子で冠を作っては頭の上に載せ合ったり、タンポポを摘んだり、笹舟を作っては小川のせせらぎに流してみたり、笹笛を鳴ら

しながら親子で童謡を奏でたり、セリを摘んでは夕食のおかずにしたりというような･･･。今では考えられない「自然と調和した親

子遊びだった」と思います。しかし、今、大人になってみると･･･。このような体験をさせてもらいながら、自分の子どもや生徒た

ちにたくさん体験させてあげられなかったのではないかと悔やんでいます。東京の下町で育ち、幼い頃、戦時中の空襲から逃げ回

り、やっとの思いで生き延びた母から学んだことは、お金はかからないが、今振り返るととても温かく貴重な体験でした。


